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Relation
短 報
岡山県産イトモロコに寄生していたイカリムシ＊
長澤和也・青戸祐介・河合幸一郎
Lernaea cyprinacea（Copepoda: Lernaeidae）para-
sitic on Squalidus gracilis gracilis（Cyprinidae）in
Okayama Prefecture, Japan
Kazuya NAGASAWA, Yusuke AOTO,
and Koichiro KAWAI
Abstract A gravid female of the lernaeid copepod
Lernaea cyprinacea Linnaeus,１７５８ was collected
from Squalidus gracilis gracilis（Temminck and
Schlegel,１８４６）（Cypriniformes: Cyprinidae）in the
Seono River, a tributary of the Kurashiki River,
Okayama City, Okayama Prefecture, Japan on１９
June２０１６. This fish is endemic to Japan, and the
present collection represents a new host record for
L. cyprinacea.
イカリムシ Lernaea cyprinacea Linnaeus，１７５８
は世界各地の淡水魚類に寄生するカイアシ類の１
種である（Kabata，１９７９）．最近，筆者らはイカリ
ムシの宿主として報告のないイトモロコ Squalidus
gracilis gracilisを岡山県で採集した際，イカリムシ
の寄生を確認したので報告する．
２０１６年６月１９日，岡山市南区内尾を流れる倉敷
川の支流，妹尾川（３４°３６’１８”N,１３３°５１’５０”E）で
イトモロコ１尾（標準体長６９mm），コウライモロ
コ Squalidus chankaensis tsuchigae１尾（５７mm），
モツゴ Pseudorasbora parva１尾（６２mm），ヤリタ
ナゴ Tanakia lanceolata１尾（５３mm），ギンブナ
Carassius sp.１尾（９３mm）を採集した．これらを
広島大学に持ち帰って細谷（２０１３）に基づいて同
定後，寄生虫を調べたところ，イトモロコにイカ
リムシ雌成体１個体（図１）の寄生を認めた．イカ
リムシは，頭部を含む体前部を宿主の尻鰭基部か
ら体側筋肉に挿入させ，体後部を水中に露出させ
ていた．生時の体色は薄暗黄色で，胴部後端近く
に懸着する１対の卵嚢は薄緑色を呈していた．水
中に露出していた胴部の前部と後部には有柄繊毛
虫類が付着していた．イカリムシの体長は７．９mm
であった．
イトモロコは日本固有亜種であり（細谷，
２０１５），これまでにイカリムシがイトモロコに寄生
した記録はないため（Nagasawa et al.,２００７を参
照），ここでイトモロコをイカリムシの新宿主とし
て追加する．本報告以前の岡山県におけるイカリ
ムシの記録は，養殖ニホンウナギAnguilla japonica
からのものが唯一である（笠原，１９６２）．
イカリムシ標本は現在，７０％エタノール液中に
保存され，詳細な形態学的研究が終了した後に国
立科学博物館に収蔵される予定である．
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図１ 岡山市倉敷川の支流，妹尾川で採集したイトモロ
コの尻鰭基部に寄生するイカリムシ雌成体（A）と摘出個
体（B）．スケール:２mm（A）;２mm（B）.
Fig.１. Gravid female of Lernaea cyprinacea infecting the
base of the anal fin of Squalidus gracilis gracilis from the
Seono River, Okayama City, Okayama Prefecture, Japan
（A）and a specimen of L. cyprinacea（７．９mm in body
length）removed from the host（B）. Scale bars:２mm（A）;
２mm（B）.
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